
令和元年 7月（No192）  

 

医院だより  

      
 

 
 

             
 

 

七
月 

別
名 

文
月
（ふ
づ
き
・ふ
み
づ
き
）、
建
申
月
（け
ん

し
ん
げ
つ
）、
孟
秋
（も
う
し
ゅ
う
） 

文
月
は
暦
で
は
秋
の
こ
の
こ
ろ
、
夜
が
長
く
な
る
の
で
読
書

に
適
し
て
い
る
と
い
う
意
味
と
、
「穂
含
月
（ほ
ふ
み
づ
き
）」

「
含
月
（ふ
く
み
づ
き
）」が
語
源
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。 

『七
月
の
花
』 

合
歓
の
木
（ね
む
の
き
）、
百
日
紅
（さ
る
す
べ
り
）、
木
槿

（
む
く
げ
）、
睡
蓮
（す
い
れ
ん
）、
蓮
、
野
花
菖
蒲
（の
は
な
し

ょ
う
ぶ
） 

、
擬
宝
珠
（ぎ
ぼ
う
し
），
捩
花
（ね
じ
り
ば
な
）、

紅
花
、
透
し
百
合
（す
か
し
ゆ
り
）、
日
光
黄
菅
（に
っ
こ
う

き
す
げ
）、
鹿
子
百
合
（か
の
こ
ゆ
り
）  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
   

 
  

  
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ひ
ま
わ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  『七

月
の
言
葉
』 

試
練
は
人
生
の
付
き
も
の
で
あ
る
。 

試
練
の
な
い
人
生
と

て
は
な
い
。
イ
エ
ス
に
あ
っ
た
。
わ
れ
ら
各
自
に
あ
る
。
試
練

は
意
志
の
選
択
の
試
み
で
あ
る
。
よ
り
高
き
も
の
と
よ
り

低
き
も
の
、
肉
と
霊
、
来
世
と
現
世
、
神
と
こ
の
世
、
キ
リ

ス
ト
と
サ
タ
ン
、
い
ず
れ
も
明
白
な
る
対
照
物
で
あ
っ
て
、

人
と
い
う
人
、
信
者
と
い
う
信
者
は
、
い
つ
か
一
度
は
、
し

か
り
、
幾
度
も
、
二
者
い
ず
れ
を
選
ぶ
か
と
試
み
ら
る
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
上
な
る
も
の
を
選
び
し
時
に
上
り
、
下
な

る
も
の
を
選
び
し
時
に
下
る
。
人
生
の
成
功
と
失
敗
は
こ

の
選
択
い
か
ん
に
よ
り
て
定
ま
る
。
か
く
の
ご
と
く
に
見
て
、

人
生
は
試
練
の
連
続
で
あ
る
。
人
生
の
試
験
で
あ
る
。
及

第
か
落
第
か
。
試
験
地
獄
は
こ
れ
を
人
生
そ
の
も
の
に
お

い
て
見
る
の
で
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（内
村
鑑
三
『続
一
日
一
生
』六
月
二
十
六
日
） 

『七
月
の
暦
』 

 
 

 

一 

日 
 

富
士
山
開
き
、
国
民
安
全
の
日 

 
 

 

二 

日 
 

半
夏
生 

 
 

 

四 

日  

米
国
独
立
記
念
日 

 
 

 

五 

日 
 

栄
西
禅
師
忌 

    

六 

日  

東
京
入
谷
朝
顔
市 

 
 

 

七 

日 
 

小
暑
、
七
夕 

 
 
  

九 

日  

鴎
外
忌
、
東
京
浅
草
観
音
ほ
お
ず
き
市    

 
 

 

十
三
日 

ぼ
ん
迎
え
火
、
東
京
靖
国
神
社
み
た
ま
祭 

 
 

十
五
日 

 

海
の
日
、
ぼ
ん
、  

十
六
日 

 

ぼ
ん
送
り
火
、
藪
入
り
、 



 
 

 

二
十
日 

 

土
用 

 
 

 
 

二
十
三
日 

 

大
暑 

二
十
四
日 

 

河
童
忌 

 
 

 
 

二
十
七
日 

 

相
馬
野
馬
追
大
祭
（
～
二
十
九
日 

）  

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

平
成
三
十
一
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
私
用
で
八
月
十
六
日
～
八
月
三
十
日
休
診 

八
月
三
十
一
日
（土
）か
ら
は
通
常
ど
お
り
で
す
。 

こ
の
間
、
２
日
間
は
午
前
中
だ
け
代
診
に
な
り
ま
す
。

服
薬
が
不
足
の
時
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

希
望
医
療
機
関
な
ど
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

・代
わ
り
の
医
師
に
よ
る
診
療
日 

（８
／
２
２
、
８
／
２
９ 

の
午
前
の
み
十
二
時
半
ま
で
） 

 
 

・お
薬
の
不
足
が
な
い
よ
う
に
保
有
分
を
ご
確 

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

・ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。  

   
(

詳
細
は
巻
末
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い) 

 

三
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お
り
ま
す 

が
、
救
急
で
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多
く
、
全
員
の
予
約 

 

制
は
取
れ
な
い
現
状
で
す
。
ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が

お
あ
り
の
方
に 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
日
ま
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       

五
、
群
馬
県
保
険
医
協
会 

二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇 

h
ttp://

w
w
w
.raijin.com

/
ken

ko/
 

                    
 

月 夏の皮膚病  その１ 

火 夏の皮膚病  その２ 

水 紫外線対策に有効な食べ物 

木 冷えと妊娠・出産 

金 腰痛への新しいアプローチ 

土 マダニに刺されたら 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


六
、
開
院
１
７
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト 

 

 
 

 
 

 
 

期
日 

 

令
和
元
年 

 

７
月
１
８
日
（木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
七
時
か
ら 

 
 

 
 

 
 

会
場 

 

秋
山
医
院
待
合
室 

 
 

 
 

 
 

演
奏 

 
フ
ル
ー
ト 

 

鶴
渕 

千
景 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ピ 
ア 

ノ 
 

田
中
悠
一
郎 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヘ
ビ
イ
チ
ゴ 

 

 
        

牧
場
の
朝 

 
 

 

作
詞 

杉
村
楚
人
冠 

作
曲 

船
橋 

栄
吉 

    一 

た
だ
一
面
に 

立
ち
こ
め
た 

 
 

 

牧
場
の
朝
の 

霧
の
海 

 
 

 
 

ポ
プ
ラ
並
木
の 

う
っ
す
り
と 

 
 

 
 

黒
い
底
か
ら 

勇
ま
し
く 

 
 

 
 

鐘
が
鳴
る
鳴
る 

か
ん
か
ん
と 

二 
 

も
う
起
き
出
し
た 

小
舎
小
舎
（こ
や
ご
や
）の 

 
 

 
 

 

あ
た
り
に
高
い 

人
の
声 

霧
に
包
ま
れ 

あ
ち
こ
ち
に 

 
 

 
 

 

動
く
羊
の 

幾
群
（い
く
む
れ
）の 

 
 

 
 

 

鈴
が
鳴
る
鳴
る 

り
ん
り
ん
と 

三 
 

今
さ
し
昇
る 

日
の
影
に 

 
 

 

夢
か
ら
さ
め
た 

森
や
山 

 
 

 

あ
か
い
光
に 

染
め
ら
れ
た 

 
 

 
遠
い
野
末
（の
ず
え
）に 

牧
童
の 

笛
が
鳴
る
鳴
る 

ぴ
い
ぴ
い
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（昭
和
七
年
） 

題
名
の
「牧
場
」は
福
島
県
岩
瀬
郡
鏡
石
町
の
岩
瀬

牧
場
で
明
治
十
三
年
に
日
本
最
初
の
宮
内
省
直
営
の

牧
場
。
作
詞
の
杉
村
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
こ
こ
を

取
材
で
訪
れ
て
深
い
霧
の
名k
で
夜
明
け
を
待
つ
牧
場

の
情
景
を
見
事
な
作
品
に
し
た
。
一
番
の
「鐘
」は
明

治
四
十
年
、
オ
ラ
ン
ダ
産
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
農
機
具

を
輸
入
し
た
時
に
、
友
好
の
印
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

送
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
昭
和
四
十
八
年
ま
で
一

日
六
回
、
作
業
時
間
に
合
わ
せ
て
な
ら
さ
れ
た
が
、

今
は
取
り
外
さ
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

作
曲
の
船
橋
栄
吉
は
、
明
治
二
十
二
年
、
兵
庫
県
明

石
市
の
生
ま
れ
。
東
京
音
楽
学
校
（現
在
の
東
京
芸

術
大
学
）を
卒
業
し
ベ
ル
リ
ン
国
立
音
楽
院
に
留
学
。

帰
国
し
て
、
母
校
の
教
授
と
し
て
声
楽
と
作
曲
を
指

導
し
た
。
『新
訂 

尋
常
小
学
唱
歌
』は
教
師
用
の
ピ
ア

ノ
用
伴
奏
譜
を
初
め
て
つ
け
た
教
科
書
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
が
、
「牧
場
の
朝
」の
伴
奏
の
美
し
さ
は
特
筆

さ
れ
、
当
時
の
唱
歌
の
中
で
最
も
優
れ
た
作
品
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
習
研
究
社
『
私
の
心
の
歌 

夏
』
参
考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立
葵 

 
 
 
 

 



 
 

け
ん
こ
う 

（一
一
六
） 

熱
中
症 

２
０
１
９ 

 
 

 

は
じ
め
に 

 
   

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
は
１
０
０
０
人
を
超
え
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
熱
中
症
の
予
防
、
症
状
、

対
応
を
知
り
、
自
分
や
周
囲
の
人
た
ち
の
健

康
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

一
、
熱
中
症
と
は 

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の
水
分
及

び
塩
分( 

ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど)

の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
り
、
体
内
の
体
温
調
整
機
能
が

破
綻
し
て
発
症
す
る
障
害
の
総
称 

 
 

二
、
熱
中
症
の
症
状 

 
 

 
 

熱
中
症
で
は
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？ 

 

・め
ま
い
・失
神 

 
 
 
 
 

・筋
肉
痛
・筋
肉
の
硬
直 

 
 
 
 
 

・大
量
発
汗 

 
 
 
 
 

・頭
痛
・気
分
不
快
・吐
き
気
・嘔
吐 

 

・倦
怠
感
・虚
脱
感 

 
 
 
 
 

・意
識
障
害 

 
 

 
 

・痙
攣 

 

・手
足
の
運
動
障
害 

 

・高
体
温
な
ど 

三
、
熱
中
症
の
発
症
要
因 

１
． 

  

    

・気
温
が
高
い 

 
 

 

・湿
度
が
高
い 

 
 

 

・風
が
弱
い 

 
 

 
 

 

・部
屋
を
閉
め
き
っ
て
い
る 

 
 

 

・急
に
暑
く
な
る 

 
 

・日
差
し
が
強
い 

 

２
．
体
の
状
態 

 
 

 

・高
齢
、
乳
幼
児
、
肥
満 

 
 

 

・持
病
（糖
尿
病
、
心
臓
病
） 

 
 

 

・低
栄
養
状
態 

 
 

 
・脱
水
状
態
（下
痢
な
ど
で
） 

 
 

 
・体
調
不
良
（二
日
酔
い
な
ど
） 

 

３
．
行
動
の
程
度 

 
 

 

・激
し
い
運
動 

 
 

 

・慣
れ
な
い
運
動 

 
 

 

・長
時
間
屋
外
作
業 

四
． 

熱
中
症
に
対
す
る
応
急
処
置
・対
応 

１
．
ど
う
い
う
と
き
に
熱
中
症
を
疑
う
か
？ 

 

環
境
因
子 

・
気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高
い 

 
 
 

 

・
風
が
弱
い
、
日
差
し
が
強
い 

 
 
 

 

・
照
り
返
し
が
強
い
、
輻
射
熱
が
強
い 

 
 
 

 

・
急
に
暑
く
な
っ
た 

 
 

２ 

熱
中
症
の
危
険
信
号 

 
 

・
高
い
体
温 

 
 

 
 
 

・
赤
い
・
熱
い
・
・
乾
い
た
皮
膚 

 
 

 
 

（
ま
っ
た
く
汗
を
か
か
な
い
、
触
る
と
と
て
も
熱
い
） 

 
 

 
 
 

・
ず
き
ん
ず
き
ん
と
す
る
頭
痛 

 
 

 
 
 

・
め
ま
い
・
吐
き
気 

 
 

 
 
 

・
意
識
の
障
害 

 
 

 
 

（
応
答
が
異
常
、
呼
び
か
け
に
反
応
が
な
い
な
ど
） 

  
 

 

３ 

熱
中
症
を
疑
っ
た
ら
何
を
す
べ
き
か
？ 

 

 
 

 
 
 

・
涼
し
い
環
境
へ
の
避
難 

 
 
 

 

・
脱
衣
と
冷
却 

 
 

 
 
 

・
水
分
・
塩
分
の
補
給 

 
 
 
 
 
 

・
医
療
機
関
へ
の
搬
送 

    
 
 

医
療
機
関
へ
の
情
報
提
供
が
大
切
で
す
。 

 

 
 
 
 
 

 

熱
中
症
は
症
例
に
よ
っ
て
は
急
速
に
進 

 

行
し
重
篤
化
し
ま
す
。 



 
 

・
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
際
に
は
、
医
療
機

関
到
着
時
に
、
検
査
と
治
療
が
迅
速
に
開

始
さ
れ
る
よ
う
に
そ
の
場
に
い
た
も
っ

と
も
状
況
が
わ
か
る
人
が
医
療
機
関
ま

で
に
付
き
添
っ
て
い
き
、
発
症
ま
で
の
経

過
や
症
状
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。 

 
 

 

五
、
熱
中
症
の
予
防 

 
 

 
 

１
．
水
分
補
給 

２
．
エ
ア
コ
ン 

 

室
温 

２
８
℃
、
湿
度7

0

％
を
超
え
た 

 

 

ら
エ
ア
コ
ン
使
用 

３
．
暑
さ
指
数
（W

B
G

T

）
の
チ
ェ
ッ
ク 

   
* 

高
温
多
湿
で
蒸
し
暑
い
状
態
で
は
、
気
温

だ
け
で
は
暑
さ
は
評
価
で
き
ま
せ
ん
。
湿
度

や
気
流
、
太
陽
光
の
照
り
返
し
や
輻
射
熱
も

関
係
し
ま
す
。
気
温
と
湿
度
、
輻
射
熱
に
関

係
す
る
値
を
組
み
合
わ
せ
て
計
算
す
る
指

標
と
し
て
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
が
あ
り
ま
す
。 

    

携
帯
し
て
そ
の
時
点
で
の
温
度
、
湿
度
と

W
B

G
T

値
を
知
る
機
器
が
あ
り
ま
す
。
危
険

度
に
応
じ
て
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
ま
す
。 

 
 

 

ま
た
、
温
度
と
湿
度
か
らW

B
G

T

値
が
わ
か

る
表
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
か
ら
運
動
強
度
を
誓
言
す
る
こ
と
が
必
要 

で
、
次
の
表
が
参
考
に
な
り
ま
す
。 

ランク ＷＢＧＴ(℃) 対 応 

運動は原則禁止 ３１℃以上 皮膚温より気温のほうが高くなる。特別 

の場合以外は運動中止。 

厳重に警戒 ２８－３１℃ 熱中症の危険が高いので、激しい運動や持久走などは避ける。体力

の低いもの、暑さに慣れていないものは運動中止  

警戒 ２５－２８℃ 熱中症の危険が増すため、積極的に休息を取り水分補給をする。激

しい運動では、３０分おきくらいに休息を取る。 

注意 ２１－２５℃ 熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。運動の合間に水分

補給する。 

ほぼ安全 ２１℃まで 熱中症の危険は小さいが適宜水分は補給。 



 
 

六
、
高
齢
者
への
対
応 

 
 

 
高
齢
者
へ
の
対
応
は
年
齢
に
よ
る
生
理
能
力

の
低
下
が
あ
り
、
一
段
と
細
か
い
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
特
長
を
記
し
ま
す
。 

 
  

１
．
高
齢
者
は
、
主
に
加
齢
に
よ
る
体
の
衰
え

が
原
因
で
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
。 

２
．
気
温
の
上
昇
に
鈍
感
に
な
り
、
脱
水
症
状

が
始
ま
っ
て
も
自
分
で
体
の
異
変
に
気
付

き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
（
時
間
で
水
分
補
給

必
要
） 

３
．
そ
の
た
め
、
家
族
や
周
囲
の
人
が
異
変
に

気
づ
き
に
く
く
、
救
急
搬
送
さ
れ
る
ま
で

異
変
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。 

４
．
高
齢
者
が
周
り
に
い
る
方
は
周
囲
の
方
に

よ
る
事
前
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。 

５
．
ま
た
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
認
知
症
な
ど

持
病
が
あ
る
人
も
重
症
化
し
や
す
い
の
で

注
意
が
必
要
。 

 
 

七
、
熱
中
症
の
自
己
管
理 

 
 

 
 

熱
中
症
の
自
己
管
理
と
は
、
適
切
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。 

適
切
な
生
活
習
慣
は
次
の
通
り
で
す
。 

  

Ⅰ

．
良
質
な
睡
眠
を
十
分
と
る 

 
 

寝
室
や
寝
具
な
ど
の
睡
眠
環
境
を
整
え
る
。 

２
．
規
則
正
し
い
食
生
活
を
心
が
け
る 

メ
タ
ボ
を
防
ぐ
た
め
に
も
野
菜
・海
草
・果
物
・肉
・  

魚
・豆
類
な
ど
偏
り
な
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
。 

 

八
、
ま
と
め 

 
 

    

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（ 

百
六
十
三
） 

 

往 
 

 

診 

◇
母
は
よ
く
、
自
分
の
父
親
が
越
後
湯
沢
か
ら
群 

馬
の
方
ま
で
馬
に
乗
っ
て
往
診
に
行
っ
て
い
た
こ
と

を
話
し
て
く
れ
た
。
「か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
な
あ
、

い
っ
ぱ
い
苦
労
を
し
て
・・・」  

◆
苦
労
す
る
の
に
は
わ
け
が
あ
っ
た
。
祖
父
は
新
潟

村
松
の
生
ま
れ
で
武
士
で
あ
っ
た
。
廃
藩
置
県
で

村
松
藩
が
な
く
な
り
、
藩
士
は
各
地
に
散
ら
ば
っ

て
い
っ
た
。 

◇
南
魚
沼
市
六
日
町
は
徳
川
時
代
か
ら
役
所
の
あ

る
と
こ
ろ
で
地
方
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
。
新
潟

と
群
馬
を
結
ぶ
清
水
街
道
、
三
国
街
道
が
新
潟

側
で
合
流
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
二
つ
の
沢
か
ら

出
た
川
は
魚
野
川
と
な
っ
て
越
後
川
口
で
長
野

か
ら
来
た
信
濃
川
に
合
流
し
て
日
本
海
に
そ
そ

い
で
い
る
。
こ
の
流
れ
を
利
用
し
て
、
水
上
交
通
が

盛
ん
と
な
り
物
資
の
流
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い

た
。
こ
の
町
で
、
祖
父
は
大
伯
父
と
一
緒
に
学
校

で
勉
強
を
教
え
て
い
た
と
い
う
。 

◆
曾
祖
母
は
こ
の
六
日
町
の
出
身
で
、
そ
の
縁
も
あ

っ
た
か
、
六
日
町
で
曾
祖
父
が
祖
父
を
見
初
め
、

一
人
娘
の
婿
養
子
と
し
た
。
祖
父
の
兄
は
そ
の
後

仙
台
に
移
り
英
語
を
教
え
て
い
た
と
い
う
が
、
そ

の
後
の
こ
と
は
今
と
な
っ
て
は
全
く
分
か
ら
な
い
。 

 

https://www.hakuraidou.com/info/ketsuatsu.htm
https://www.hakuraidou.com/info/tounyou.htm
https://www.hakuraidou.com/info/ninchisho.html


◇
祖
父
が
馬
に
乗
っ
て
通
っ
た
の
は
旧
三
国
街
道

で
あ
る
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
で
、
越
後
湯

沢
か
ら
群
馬
側
の
永
井
宿
ま
で
直
線
で
も
三

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
は
あ
る
。 

私
は
、
昭
和
六
十
年
八
月
に
旧
三
国
街
道
を

歩
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
石
こ
ろ
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

と
し
た
曲
が
り
く
ね
っ
た
昼
な
お
暗
き
道
で

あ
っ
た
。
案
内
板
が
立
て
て
あ
り
、
往
事
に
は 

追
い
は
ぎ
、
婦
女
子
の
誘
拐
・狼
藉
が
あ
っ
た

と
書
か
れ
て
い
た
。 

戊
辰
の
役
で
越
後
軍
と
薩
長
軍
の
戦
の
跡
の

碑
も
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
味
方
の

負
け
戦
の
跡
を
見
る
の
は
い
つ
も
虚
し
い
が
、

勝
ち
戦
の
驕
り
を
見
る
よ
り
は
ま
し
だ
。
ち
な

み
に
三
国
街
道
を
歩
い
た
数
日
後
、
日
航
機

１
２
３
便
墜
落
事
件
が
起
き
た
。 

こ
の
時
、
ラ
ジ
オ
で
三
国
山
と
い
う
名
前
が
で

て
混
乱
し
た
が
、
こ
れ
は
群
馬
、
長
野
、
埼
玉

を
見
渡
す
別
の
三
国
山
で
あ
っ
た
。 

◆
祖
父
は
、
子
供
た
ち
に
街
道
の
往
き
来
の
話

を
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
真
っ
暗
な
山
道
を
馬

に
揺
ら
れ
て
い
く
と
、
の
っ
ぺ
ら
坊
や
一
つ
目

小
僧
な
ど
に
実
際
に
出
く
わ
し
た
と
い
う
。

開
化
の
こ
ろ
こ
と
だ
か
ら
何
で
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
障
害
の
あ
る
幼
子
が
捨
て
ら
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
た
だ
娘
た
ち
を
驚

か
そ
う
と
し
て
祖
父
の
作
り
話
が
混
じ
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。 

◇
祖
父
は
、
二
男
四
女
を
も
う
け
婿
養
子
の
役
割

を
果
た
し
た
。
男
女
の
差
別
で
は
な
く
、
家
柄
の

差
別
が
あ
っ
た
と
い
う
。
食
い
詰
め
士
族
は
馬
鹿

に
さ
れ
た
。
祖
父
の
長
男(

私
の
伯
父)

は
座
敷
で

祖
母
と
曾
祖
母
と
に
傅
（か
し
ず
）か
れ
て
食
事

を
と
っ
て
い
た
が
、
そ
の
父
親
で
あ
る
祖
父
は
台

所
で
お
手
伝
い
さ
ん
と
一
緒
に
食
事
を
し
て
い
た

の
だ
と
い
う
。
そ
の
話
を
母
か
ら
聞
い
た
私
は
大

い
に
驚
い
た
。 

◆
幼
い
子
供
を
多
く
残
し
て
、
祖
母
が
夭
折
し
た
。

子
供
の
養
育
を
す
る
た
め
に
祖
父
は
他
の
医
家

で
働
い
て
い
た
看
護
婦
さ
ん
を
後
妻
に
迎
え
、
六

人
の
子
供
を
育
て
上
げ
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ
曾
祖

父
母
は
健
在
だ
っ
た
か
ら
、
ま
っ
た
く
複
雑
な
家

庭
内
事
情
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
理

屈
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
自
分
達
の
婿
養
子
に
迎

え
た
婿
が
、
娘
の
死
後
に
ほ
か
の
女
性
と
夫
婦
と

な
り
、
同
じ
家
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
か
ら
難
問
で
あ
る
。 

◇
母
が
女
学
校
を
出
た
後
、
祖
父
は
さ
ら
に
勉
強

し
て
教
師
に
な
れ
と
勧
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

自
分
た
ち
が
武
士
の
世
の
中
が
終
わ
っ
た
後
、
ど

ん
な
に
辛
い
思
い
を
し
た
か
、
だ
か
ら
、
女
の
子
で

あ
っ
て
も
手
に
職
を
つ
け
て
、
世
の
中
が
ど
れ
ほ 

 

 
 

ど
変
わ
っ
て
も
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
せ
よ
と 

 

  

の
勧
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
辺
は
ま
だ
理 

 
 

解
で
き
な
か
っ
た
母
が
固
辞
す
る
と
、 

 
 

 

「親
が
、
学
校
に
出
し
て
く
れ
よ
う
と
い
っ
て
い

る
の
に
断
る
と
は
何
事
だ
！
」 

と
強
く
叱
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か

ら
幾
ば
く
も
な
く
祖
父
も
早
逝
し
て
し
ま
い
、

母
は
祖
父
に
逆
ら
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
悔
い

が
残
る
と
言
っ
て
何
度
も
語
っ
て
く
れ
た
。 

 
 

 
 

◆
曾
祖
父
母
た
ち
に
と
っ
て
は
、
医
業
の
跡
継
ぎ

が
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

愛
娘
の
早
逝
、
婿
の
再
婚
と
こ
れ
は
な
か
な
か

の
地
獄
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 

 

◇
祖
父
の
死
後
、
も
う
一
つ
の
事
件
が
起
き
ま
し 

た
。
祖
父
は
婿
入
り
先
の
先
祖
代
々
の
墓
に 

入
れ
て
も
ら
え
ず
、
功
績
の
あ
っ
た
人
に
つ
け 

て
い
た
「院
号
」も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
曾
祖 

母
の
身
に
な
れ
ば
自
分
の
娘
が
死
ん
だ
後
、
他 

の
女
性
と
結
婚
し
た
婿
を
、
自
分
の
娘
と
同
じ 

墓
に
は
一
緒
に
入
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
思
い 

が
あ
っ
た
こ
と
も
充
分
う
な
づ
け
ま
す
。 

そ
の
後
、
母
の
姉(

伯
母)

が
曾
祖
母
に
懇
願
し 

て
、
『院
号
』が
お
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し 

た
。 

 
 

 

◆
私
の
父
は
、
自
分
の
村
の
中
学
校
の
教
師
で
し

た
。
私
が
中
学
２
年
の
時
に
退
職
し
た
の
で
、



２
回
ほ
ど
、
数
学
の
授
業
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
私
も
職
員
が
介
助
し
て
く

れ
る
中
で
自
分
の
家
族
の
診
察
を
す
る
の

は
面
映
ゆ
い
感
じ
が
し
ま
す
か
ら
、
父
も

同
じ
感
じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
か
ら
思
え

ば
そ
の
父
は
、
当
時
ま
だ
五
十
四
歳
だ
っ
た

の
で
す
か
ら
今
の
私
よ
り
十
七
歳
若
く
、

ち
ょ
う
ど
私
が
開
業
し
た
年
齢
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

だ
か
ら
、
父
が
教
職
の
仕
事
を
し
て
い
る
姿

を
見
た
の
は
わ
ず
か
で
、
む
し
ろ
山
林
で
の

間
伐
や
、
枝
下
し
、
雪
で
倒
れ
た
木
の
運
び

出
し
、
杉
苗
の
植
林
、
橇
（
そ
り
）や
リ
ヤ
カ

ー
で
の
家
ま
で
の
運
搬
、
薪
割
り
な
ど
昔

な
が
ら
の
農
山
村
の
仕
事
を
し
て
い
る
父
の

す
が
た
の
ほ
う
が
多
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。 

 
 

◇
わ
た
し
も
山
の
仕
事
で
や
ら
な
か
っ
た
の
は
、

炭
焼
き
ぐ
ら
い
で
あ
と
は
大
概
父
の
後
ろ
に

く
っ
つ
い
て
回
り
、
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
喋
り
ま
く

っ
て
い
ま
し
た
。
道
を
爪
先
立
ち
で
さ
っ
さ
と

登
っ
て
行
っ
た
ら
、
「山
道
は
、
足
の
底
を
し
っ

か
り
と
地
面
に
く
っ
つ
け
て
、
ど
っ
し
り
と
歩

か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
」と
笑
わ
れ
、
注
意
さ

れ
ま
し
た
。
動
作
や
話
が
薄
っ
ぺ
ら
だ
と
、
何

度
も
諭
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

◆
私
は
医
者
に
な
っ
た
あ
と
、
も
し
自
分
が
医
家
に

育
っ
て
い
た
ら
、
家
で
医
師
と
し
て
働
い
て
い
る

父
親
の
背
中
を
み
て
過
ご
し
た
だ
ろ
う
か
ら
、

医
者
と
し
て
の
感
性
、
感
覚
が
も
っ
と
磨
け
て
い

た
か
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
や
い

や
、
あ
の
山
で
の
仕
事
、
家
で
の
お
米
を
作
る
仕

事
を
や
っ
た
こ
と
こ
そ
、
ほ
か
の
人
に
は
経
験
で

き
な
い
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 
 

 

◇
そ
れ
で
は
自
分
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
仕

事
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
な
、
と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
彼
ら
も
大
人
に
な
っ
て
、
社
会
人
と
な

り
、
私
も
開
業
医
と
し
て
仕
事
を
始
め
た
の
で
、

勤
務
医
時
代
に
比
べ
て
違
っ
た
視
線
で
観
察
、
接

触
す
る
時
間
が
増
え
た
の
で
、
私
の
仕
事
に
つ
い

て
幾
分
わ
か
っ
て
き
た
の
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
が
今
に
な
っ
て
初
め
て
父
祖
の
思

い
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
子
供
た
ち
が
自
分
た
ち
の
親
の
こ
と
を
本
当

に
理
解
す
る
に
は
、
あ
と
、
三
、
四
十
年
か
か
る

か
な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。 

◆
最
近
の
こ
と
で
す
。
新
し
く
在
宅
医
療
で
往
診
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。
日
の
長
い
夏
で
あ
り
な
が
ら

も
外
来
診
療
が
終
わ
り
、
午
後
７
時
を
過
ぎ
、
往

診
先
の
山
中
に
入
る
と
さ
す
が
に
暗
く
、
初
め
て

の
と
こ
ろ
に
行
く
の
は
楽
し
み
七
分
、
不
安
三
分

で
す
。
カ
ー
ナ
ビ
も
か
な
り
手
前
で
『案
内
を
終

わ
り
ま
す
』と
お
役
所
風
で
最
後
ま
で
面
倒
を
見

て
く
れ
ず
、
真
っ
暗
闇
の
中
に
放
り
出
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

◇
幸
い
、
ご
家
族
の
方
が
途
中
ま
で
迎
え
に
出
て
き

て
お
ら
れ
、 

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
こ
ち
ら
で
す
」 

と
言
わ
れ
た
ほ
う
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
た
び
っ
く

り
、
軽
自
動
車
だ
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
が
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
た
道
が
幅
も
狭
く
も
の
す
ご
い
急

坂
。
大
丈
夫
だ
か
ら
と
励
ま
さ
れ
て
、
無
事
お
宅

に
到
着
し
ま
し
た
。
数
人
の
ご
家
族
、
親
せ
き
の

方
々
が
嬉
し
そ
う
に
迎
え
て
下
さ
り
、
患
者
さ

ん
ご
自
身
と
も
お
話
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
て

私
こ
そ
心
満
た
さ
れ
て
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。 

◆
最
近
と
み
に
評
価
が
低
い
「父
親
」と
し
て
は
、
こ

ん
な
山
道
へも
や
っ
て
き
て
父
は
頑
張
っ
て
い
る
ん

だ
か
ら
皆
も
が
ん
ば
れ
、
と
名
誉
挽
回
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
て
み
た
。
こ
の
気
持
子
供
た

ち
に
伝
わ
る
の
は
ま
だ
無
理
か
な
、
と
思
っ
た
時

母
が
聞
か
せ
て
く
れ
た
、
祖
父
の
往
診
の
話
が
思

い
浮
か
ん
で
き
て
・・・・・。 

『見
も
知
ら
ぬ
マ
ゴ
の
奴
め
っ
、
１
３
０
年
ぶ
り
に
わ

し
に
く
し
ゃ
み
を
さ
せ
お
っ
て
』 

 
 

と
聞
こ
え
て
来
た
よ
う
な
・・・ 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

ユ
ウ
ゲ
シ
ョ
ウ 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
か
ぼ
山
影 

 
 

 

八
月
の
診
療
に
つ
い
て
お
知
ら
せ 

今
年
は
私
用
に
よ
り
、
長
期
に
休
診
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
承
知
並
び
に
ご
理
解
賜
り
た
く

存
じ
ま
す
。 

 
 

一
、
期
間 

 

８
月
１
６
日
（金
）～
８
月
３
０
日
（金
） 

例
年
の
お
盆
休
み
、
８
月
１
３
日
、
１
４
日
、
１
５
日
は

通
常
の
診
療
を
行
い
ま
す
。 

 
 

二
、
休
診
期
間
の
対
応 

 

８
月
２
２
日
（木
）８
月
２
９
日
（木
）の
２
日
間
は
代
わ

り
の
医
師
に
よ
り
診
察
い
た
し
ま
す
。 

時
間 

９
時
か
ら
１
２
時 

内
容 

服
薬
不
足
補
充
を
中
心
に
診
察
、
必
要
に 

よ
っ
て
は
他
の
医
療
機
関
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

  

          

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

キ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ 

 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

８月のこよみ 赤:休診、青;代診半日、黒：通常診療 


